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Abstract

Gakugeikai became very popular at many elementary schools in the late Taisho Era because

dramas began to be played at Gakugeikai satges. In the early Showa Era Gakugeikai became one of

the greatest entertainments of villages and it came to be performed at the end of the school year

because it was the best time for village people. In the early Showa Era the record industries also

arouse and they published many songs for children and these songs became popular among children.

At Gakugeikai stages children liked to sing these new songs for children, adding to many songs for

children which were already composed in Taisho Era. But after the Conflict between Japan and China

at the year of１９３７, pupils were gradually forced to sing militant and nationalistic songs instead of

these songs for children and under the war time Gakugeikai itself was sometimes canceled. It was only

after the World War II when the programs of Gakugeikai were again full of attracting dramas and the

songs for children at every elementary school in Japan.
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はじめに

学芸会は、明治４０年代から大正時代初期に、その

名称が定着して学校行事として全国の小学校に広が

り始めるが、学芸会が飛躍的に普及するのは、大正

半ばから始まった学校劇の上演による。従来は、教

科の発表もしくは朗読、唱歌、談話などを中心とし

た学習成果の発表会であった学芸会が、学校劇の導

入によって、児童中心主義教育と芸術教育重視の当

時の風潮にのって、児童の自主的、総合的表現活動

として脚光を浴び始めたのである。華やかで、娯楽

的な要素のある学校劇中心の学芸会は、人々の関心

を集め、従来は不定期的開催で規模も小さかった学

芸会が、定期的、計画的、大規模なものになり、そ

れにつれて保護者の参加も増え、ついには、学芸会

を２日、さらには３日にわたって開催する学校も出

現するようになった１）。ところが、大正１３（１９２４）

年８月に岡田良平文部大臣が、地方長官会議におい

て「教育上ノ新主義ヲ鼓吹スル者」に対する監督強

化と学校での演劇などの各種会合における華美や行

き過ぎを警告したことから、一時期、学芸会での劇

の上演は、すっかり影をひそめ学芸会も元気がなく

なった。しかし、学校劇は、国語読本の劇化や地理

や国史の教材の劇化という形で復活し始め、とくに

文部省の統制を受けなかった一部の私立学校の熱心

な学校劇上演活動などが起爆剤となって、やがて広

く公立学校にもいきわたるようになり、昭和の初め

には大正期よりもはるかにひろく全国に普及し

た２）。このような経緯から、学芸会が運動会となら

ぶ小学校の重要な行事となるのは、昭和期に入って

からのことである。学芸会の学校行事としての定着

は、このように学校劇と深く関わっているが、学校

劇については別稿に譲り、本稿では、昭和期初期か

ら第２次世界大戦敗戦までの学芸会の普及と盛衰の

過程を童謡との関連において述べる。

＊ Masaaki SASAKI 教育学部教授
１）神戸市教育史編集委員会編『神戸市教育史』第１集、神戸市教育史刊行委員会発行、昭和年４１年（以下『神戸市教育
史』と略）、５７９頁。

２）富田博之『学校劇運動史』（教育文化史大系Ⅴ）、昭和２９年、金子書房、１１２頁。日本学校劇連盟編『学芸会の事典』、
厚徳社、昭和２９年、３０頁。
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１ 学芸会の定着と普及

学芸会は毎年の定まった時期での実施とともに、

時々の記念すべき機会での実施によって普及する。

次にその双方の事例をあげる。

� 定期的な学芸会の始まりと普及

①定期的な学芸会

学芸会の定期的実施は、早くは明治後期に記録が

あり、大正期にも記録がある。「演習会（＝学芸会）

は毎学期に１回これを開く」（明治３６年、長野県の

城山尋常高等小学校校則）、「学芸会ニ関スル規程」

（第２条 学芸会ハ各学級各別ニ或ハ尋常科高等科

各別ニ数学級聯合シ又ハ全校合同シテコレヲ行フモ

ノトス、其回数ハ凡ソ左ノ如シ、／各学級 １ヶ月

１回、凡２時間／数学級１学期１回、凡２時間／全

校 １学期１回、凡２時間）（明治４１年、長野県上

水内郡下小学校標準―校務教授訓育―ニ関スル調

査）３）「第５０条 学芸演習会ニツキテ定ムル所次ノ

如シ／１ 毎学期末全校児童ヲ集メテ学芸演習会ヲ

開ク、但シ記念日等ニ於テ臨時開会スルコトアルベ

シ（文中の斜線は改行を示す）」（大正５年、上伊那

郡飯島尋常高等小学校「校則」中「学芸演習会」）４）、

「その当時は（大正１０年ごろまで）年に２回、春と

秋に大学芸会があり、毎学期毎に小学芸会があった

のです。」５））

しかし、以上のような学芸会の定期的な実施は、

明治後期はもちろん大正１０年までのものでも先駆的

な事例であることが、次の一連の京都市の公立小学

校の記述から分かる。「大正５年の「教育要覧」に

は学芸会のことは記載されず、昭和５年の「教育要

覧」に記載されていることから、（学芸会は）大正

後期から昭和にかけての頃に実施されていったので

はないかと考えられる。（京都市立日彰小学校）」６）

「２月の第２金曜日に１、２、３年の学芸会、第３

金曜日に４、５、６学年の学芸会を実施、１１月にも、

第２金曜日に幼年部学芸会、第３金曜日に高年部学

芸会を実施」（京都市立淳風小学校、大正期の学年

暦）」７）「校長の高市先生は、（略）展覧会、運動会、

学芸会を３大行事とし区民と共に楽しむ機運を作っ

たので、校長は代わっても永くその機構が受け継が

れたのでした（昭和５年から１７年まで京都市立出水

校に勤務した元教員の回想「出水校の思い出」）」８）。

事実、これを裏付けるように、昭和初期になると、

学芸会の定期的実施の記録や行事規程、学校要覧な

どへの学芸会の記載が多く見られる。「大学芸会ー

創立記念日、小学芸会ー６月下旬、年２回の定期的

開催」（昭和３年、京都市立春日小学校［学校一

覧］）９）「行事規定 第３条 学芸係ハ教務係ノ指導

ノ下ニ、毎月小学芸会、成績品展覧会ヲ行ヒ、１年

１回以上大学芸会及義士会等ヲ開ク」（昭和５年、

京都府久美浜町立川上小学校）１０）「（大学芸会は）毎

年３月上旬に行う。２日間で、１日目は児童のため

に、次日（日曜）は保護者のために行う。午前９時

から午後３時まで。各学年の配当時間、４年以下

各学級２０分、５年以上 各学級２５分以内、種目 劇

（昭和８年、京都教育大学教育学部附属桃山小学校

「改正 附属小学校要覧」）１１）。

以上のように昭和に入ってから、多くの学校で学

芸会が定着しているのが分かるのであるが、次にと

くに年１回行われる「大学芸会」が、年中行事とし

て実施される主な時期を見てみよう。

②年中行事としての大学芸会の時期

ａ 節句（とくに雛祭）

節句を学校行事として祝うことについては、京都

市立の小学校で、明治４３年、明治４４年、大正４年の

３月３日に女子雛祭学芸会が、明治４４年、大正４年

の５月５日に男子端午節句会が行われた記録がある

（京都市立竹間小学校）１２）。また大正１０年ごろに、千

３）長野県教育史刊行会編集・発行『長野県教育史第６巻 教育課程編３』昭和５１年、９２１―９２頁（以下、『長野県教育史』
と略）。駒込幸典『信州 教育事始め』信濃毎日新聞社、平成１１年、７４頁。

４）『飯島町学校教育百年史』、『長野県教育史』９２２頁。
５）京都教育大学附属京都小学校編集・発行『子どものための附属百年誌』１４４頁。
６）京都市教育委員会編集・発行、閉校記念誌『日彰―輝ける１２４年のあゆみ―』（以下『日彰』と略）平成９年、４２頁。
７）淳風校史編纂委員会「淳風校百年史」淳風校創立百周年記念事業委員会発行、昭和４４年、１２９―１３２頁。
８）出水校百年祭記念事業実行委員会発行編集・発行『出水校百年史』昭和４４年、３２５頁。
９）京都市教育委員会編集・発行、春日小学校閉校記念誌『春日―輝ける１２６年のあゆみ―』（以下『春日』と略）平成９
年、３７頁。

１０）「川上小学校と川上村の沿革」５３頁、京都府久美浜町立川上小学校創立百周年記念祭典実行委員会発行『沿革史』昭
和５０年。

１１）京都教育大学教育学部附属桃山小学校編・発行『京都教育大学教育学部附属桃山小学校８０周年記念誌』昭和６３年、１３６
頁。

１２）京都市育委員会編集・発行、閉校記念誌『竹間―輝ける１２４年のあゆみ―』平成９年３月、３１頁。
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葉師範学校附属小学校において、「雛祭」「武者祭」

「星祭」「菊祭（１１月３日）」に「学校節句」が行わ

れている１３）。しかし、学校節句の必要性が説かれ、

普及するのは昭和期に入ってからである。事例をい

くつかあげる１４）。「武者祭（端午会）でお話や唱歌

を歌う」（昭和７年、埼玉県不動岡小学校）、「七夕

祭、７つの童謡と６つの合唱から成る２４番組」（昭

和７年、埼玉県の小学校）、「雛祭（上巳の節句）、

武者祭（端午の節句）、七夕祭の開催。武者祭には

軍歌会や小学芸会実施、雛祭、七夕祭では、お話会

や唱歌、小学芸会の実施」（昭和８年から昭和１４年

まで小田第１小学校）、「雛祭にお話や唱歌を歌う」

（昭和１０年、埼玉県師範附属小学校）、「雛の節供を

卜して本校創立６０周年記念学芸会を開催された」

（昭和１１年、兵庫県御影師範学校）、「七夕祭を兼ね

保護者を招待した学芸会の開催」（昭和１２年、埼玉

県女師附属）、「ひなまつりの日に新校舎２階３教室

をぶち抜いて学芸会を開く」（昭和１２年、蕨北小学

校）。

ｂ 地久節（皇后の誕生日、国家の祝日扱い）

地久節には、これを母の日（当時皇后は国母の位

置にあった）として学芸会が明治期から行われてい

る。明治期の地久節は、５月２８日だったが、昭和期

は３月６日であった。例えば、京都市立明倫小学校

の記念誌には、「昭和１３年３月６日、地久節、此頃

大学芸会、地久節の祝意をかね卒業生を送る意味で

行ふ」１５）とある。また、米子の明道小学校は、地久

節の３月６日を「母の日」と定め、その後毎年この

日を母の日にあてている。当日は児童各自が、いろ

いろな計画をたててできるだけの喜びと楽しみとを

母に捧げ、少なくとも母の手助けはする。（略）学

校でも、母を招待し、母のための学芸会（午前１１時

から午後１時まで）や、母への献げ物の展覧会（午

後１時から午後４時まで）などを催している１６）。

ｃ 学校の創立記念日

学校の創立記念日に定期的に学芸会を行った例も

ある。「大学芸会―創立記念日、小学芸会―６月下

旬、年２回の定期的開催」（京都市立春日小学校）１７）。

ｄ 天神祭

「学芸会！学芸会！十数年ぶりに復活した本校年

中行事の一つで、１月２５日（昭和１０年）の菅原道真

公を偲ぶ天神の意義ある日に、講堂新築落成披露を

兼ねて行われた」（小田原第一尋常高等小学校）１８）。

� 不定期的な学芸会

学芸会が定期的に行われる一方で、学芸会は祝い

事や記念日などに実施されている。その主な事例を

見てみよう。

① 国家・皇室の祝賀や皇族来校時の歓迎行事

ａ 昭和天皇御大典奉祝行事

昭和期に入って最大の国家行事にして皇室祝賀行

事は、昭和３年１１月１０日の御大典であった。この祝

祭行事として「奉祝式」を中心に「奉祝学芸会お伽

会奉祝狂言等」が、「学校生徒児童青年団在郷軍人

会合同奉祝運動会」「奉祝生徒児童成績品展覧会」な

どとともに行われた例がある。また「奉祝町内各小

学校連合音楽表現会」も行われている１９）。小学校単

位の学芸会の事例としては、京都市立初音小学校

で、昭和３年１１月２４日に昭和天皇の「御大礼奉祝学

芸会」が行われ、午前中は児童が観覧、午後、高齢

者を招待しての一般保護者の部が開催されてい

る２０）。

ｂ 皇紀２６００年の祝賀

昭和１５年１１月１０日に皇紀２６００年の奉祝式が行われ

ているが、これに関連して奉祝学芸会が行われてい

る。事例としては、「昭和１５年２月１８日、皇紀２６００年

１３）手塚岸衛『自由教育真義』大正１１年、１９３頁（復刻版、教育名著叢書９、日本図書センター、昭和５７年）、また、同書
１９２頁に「（１０）雛祭 最初尋３女の自治會が施行したるに�源し、�に學校�句として全般的學校行事となれり。」
とある。

１４）以下の事例は、次の書からの重引である。山本信良・今野敏彦『大正・昭和教育の天皇制イデオロギー（Ⅱ）』（以下
山本・今野『Ⅱ』と略）昭和５２年、１９２頁ならびに２４４―２４５頁。

１５）京都市立明倫小学校発行『明倫誌第２編』昭和４５年、４２７頁。
１６）山本・今野『Ⅱ』、２００―２０１頁。
１７）『春日』３７頁。
１８）『（小田原第一尋常高等小学校）校報』第７号、昭和７年３月２４日、５６頁。山本・今野『（Ⅱ）』、１９２頁。
１９）山本信良・今野敏彦『大正・昭和教育の天皇制イデオロギー（Ⅰ）』（以下山本・今野『Ⅰ』と略）、新泉社、昭和５１

年、１９７―１９９頁。
２０）閉校記念誌『初音―輝ける１２４年のあゆみ―』（以下『初音』と略）京都市教育委員会編集・発行、平成９年、４８頁。
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奉祝学芸会並ニ保護者会」（徳島県撫養小学校）２１）。

ｃ 皇族の学校訪問記念日

京都市立初音小学校では、昭和１１年１１月１２日から

１４日までの３日間、明治天皇のご来校６０年を記念し

て敬老会や口演、映画会などの記念行事が催され、

その２日目に祝賀の「児童学芸会」が行われてい

る２２）。

ｄ 皇太子の誕生祝日

皇太子の誕生記念日にも学芸会が行われている。

昭和１０年１２月２０、２１日に、東京関口台小学校で、皇

太子生誕１周年記念学芸会が開催されている２３）（皇

太子の誕生は昭和８年であるのでこの学芸会の実施

は昭和９年であろう）。

③ 教育勅語の渙発記念行事

大正・昭和期には、教育勅語の渙発記念行事に

伴って学芸会が行われている。例えば、昭和５年の

教育勅語御渙発４０周年には、記念式を挙行した後、

記念行事として卒業生を交じえた学芸会や講演会を

開催した例がある２４）。

④ 学校記念日

創立１０周年記念などの各学校の区切りの創立記念

日においても、式典、運動会、展示会とともに学芸

会が数多く行われている。

⑤ 校舎の落成式

上述の�の②のｄ天神祭の事例など。

⑥ その他、神戸市独自の学芸会

ａ 大楠公６００年祭

昭和期になって国体明徴論が盛んになり、日本精

神涵養の叫びが高まるにつれて、神戸市では「楠公

精神を欽仰し国民精神を作興す」（昭和１１年神戸市

教育綱領第１項）として、これを神戸市の教育の中

心目標とするようになる。神戸市では昭和１０年５月

に「大楠公６００年祭」を行い、各小学校では記念行

事の中に記念体育会とならんで展覧会と学芸会を

行っている２５）。

ｂ 国際交流

神戸市の教育会や小学校では、次のような国際交

流の交歓学芸会を機会あるごとに開いている。昭和

７年神戸市教育会、満州国学童使節を迎えて北野小

学校において歓迎学芸会を開催。昭和１３年４月、須

磨尋常小学校において神戸入港のイタリア海兵２００

余名を招待して、歓迎運動会とともに歓迎学芸会を

開催。昭和１５年６月、北野小学校家庭会、中華同文

学校生徒を、１７年１１月池田小学校はドイツ小学校生

徒１５０名を招いて交歓学芸会を開催（いずれも各校

単位の取り組み）。昭和１５年１１月１６日、神戸市教育

会、北野小学校に中華同文学校生徒を迎え、日華親

善交歓学芸会を開催、以後、毎年１回継続実施２６）。

以上の事例で分る通り、昭和期初期には、学芸会

は、子どもの様子や学校教育の成果を保護者に披露

するだけでなく、国家・皇室の記念行事や節句を児

童と保護者がともに祝うことを通して、国民として

の一体感と愛国心ならびに皇室への崇拝の心を育成

する手段となった。従来補助的な役割に過ぎなかっ

た学芸会がここへきて重要視されるようになったの

であり、これが学芸会がこの時期に興隆した原因で

ある。そもそも節句は、明治６年、従来の民衆の祝

日だった５節句を廃止して、天皇と神道中心の国民

の祝日を設定したことから、学校教育で重視される

ことはなかった。ところが、文部省は、昭和４年９

月、国体観念を明徴にして国民精神を作興すること

と経済生活の改善を図り国力を培養することの２大

要項を掲げてその普及徹底のために、全国いっせい

に教化総動員を実施することとした（文部省「教化

動員ニ関スル件」を訓令）。さらに、文部省は、教

科の教授においては、訓練と相まって情・意の陶冶

を重んじ、国民思想の健全な発達を期することと

し、特に修身・国史・国語・地理を中心として、国

体観念の養成に関する教材を重視して取り扱い、そ

の資料として必要な時事材料・郷土的材料をじゅう

ぶん活用することとした２７）。このような国民精神作

２１）『撫養小学校沿革史』２６９―２７７頁、山本・今野『Ⅰ』、２３２頁。
２２）『初音』、４９頁。
２３）山本・今野『（Ⅱ）』、１９０―１９１頁。
２４）開校５０周年記念式典会編集・発行『神戸小学校５０年史』昭和１０年、５０１―２頁、山本・今野『Ⅰ』２２０頁。
２５）『神戸市教育史』、８５６―８５７頁。
２６）『神戸市教育史』、８８７―８８８頁。
２７）『神戸市教育史』、８５２―８５３頁。
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興のための情・意の陶冶の重視と郷土的材料の活用

の勧めが、愛国心に繋がる情操形成のための学芸会

の重視と節句の学校行事化を促進したのである。因

みに、京都教育大学教育学部附属桃山小学校の改正

「附属小学校要覧」には、学校節句実施の目的が次

のように記されている。「（学校節句（「ひな祭」「武

者祭」「七夕祭」）は）児童生活ヲ豊富ニシ且ツ国民

的情操ヲ養フタメニ学校節句ヲ行フ」２８）。

このような時勢の変化もあって、昭和初期のこの

時期から、学芸会とくに大学芸会が雛祭や地久節に

行われることが多くなる。雛祭や地久節の時期は、

卒業生を送り出し、学年末を締めくくる時期である

とともに、農閑期であることから農村においては保

護者の参集を呼びかけるのには最適の時期だったの

である。このようにして学芸会は学校内のみの祭で

はなく、村人の参加する村祭の性格を持つようにな

り、１１月３日の明治節に行われることが多かった運

動会とともに、村の物日としての２大祭となるので

ある２９）。

２ レコード童謡

大正期に興隆した「創作童謡」は、昭和期に入る

と急速に衰退し、替わって登場したのが「レコード

童謡」であった。「レコード童謡」とは、「主として

レコード会社の企画によって製作され、レコードで

初公開された童謡を指」すが、「レコード童謡」は、

折から興隆したレコード産業にのり、また当時急速

に普及したラジオ放送によって急速に広まった。し

かし、大正期の童謡が、子どもの生活や感情に根ざ

した芸術的な歌曲を創作する「文化運動」であった

のに対し、「レコード童謡」は、売れることを重視

した「営利目的」であり、その分、親しみやすく、

歌いやすい歌が多い反面、それが優先されて、オノ

マトペや反復表現の多用など表現の固定化も目に付

く。これは詩としての童謡の評価を落とすものでは

あるが、昭和初期の童謡衰退後、文学性に傾斜して

子どもから遊離しつつあった童謡を、子どもが歌う

ことができる歌として再生するためには、このよう

な大衆性が必要でもあった。レコード童謡は、昭和

５年から昭和１４年までの間に、平均して少なくとも

毎月５～７点の童謡レコードが発売されていた。詩

人では、武内俊子、久保田宵二、加藤省吾、山上武

夫、作曲家は河村光陽、佐々木すぐる、海沼実、山

口保治などが活躍した。レコード童謡では、少女歌

手を起用したこともあって大衆的人気を集めたが、

その絶頂期は昭和１１年から昭和１６年頃までであっ

た３０）。その代表的な曲は次のようなものである（会

社名のある曲の年次はレコードとして発売された年

を示す、また会社名を次のように略す。ポリドール

レコード＝○ポ、キングレコード＝○キ、ビクターレ

コード＝○ビ、コロンビアレコード＝○コ）。

「嬉しい雛まつり」○ポ、昭和１１年、サトーハチロー

作詩、河村光陽作曲、「かもめの水兵さん」○キ、昭

和１２年、武内俊子作詞、河村光陽作曲、「赤い帽子

白い帽子」○キ、昭和１３年２月、武内俊子作詞、河村

光陽作曲、「可愛い魚屋さん」○ビ、昭和１３年３月、

加藤省吾作詞、山口保治作曲）、「お猿のかごや」○ビ、

昭和１４年、山上武夫作詞、海沼実作曲、「仲よし小

道」○キ、昭和１４年、三苫やすし作詞、河村光陽作曲、

「ナイショ話」○キ、昭和１４年、結城よしを作詞、山

口保治作曲、「汽車ポッポ」○ポ、昭和１５年、富原薫

作詞、草川信作曲、「あの子はたあれ」○キ、昭和１６

年、細川雄太郎作詞、海沼実作曲、「めんこい仔馬」

○コ、昭和１６年、サトーハチロー作詩、仁木他喜雄作

曲、「たきび」昭和１６年２月、JOAK ラジオ幼児番

組「歌のおけいこ」で放送、巽聖歌作詩、渡辺茂作

曲、「お山の杉の子」昭和１９年、日本少国民文化協

会募集「少国民歌」第１席入選作品、吉田テフ子作

詞、佐々木すぐる作曲。

ところで、昭和初期の学芸会において童謡はどの

程度歌われたのだろうか。学芸会の内容と童謡との

関わりを事例に則して見ることにしよう。

３ 学芸会の内容と童謡

①京都市立初音小学校の昭和３年１１月２４日の昭和天

皇「御大礼奉祝学芸会」のプログラムは、２４番組

あり、その内訳は、斉唱、童踊、お話、話唱、童

劇、朗読、独唱の７種類で、劇が童劇として６あ

２８）『京都教育大学教育学部附属桃山小学校８０周年記念誌』昭和６３年、１３７頁。
２９）「（昭和１０年前後の）学芸会が皇室行事、国家行事を卜して開催されるのみでなく、ひな祭や天神祭を卜しているとい

うことは、民衆のフォークロア的部分、民衆の日常生活の意識を、巧みに操作したことを意味している」。山本・今
野『（Ⅱ）』、１９２頁。

３０）以上の記述は、主に畑中圭一『日本の童謡 誕生から９０年の歩み』、平凡社、平成１９年、２７１―２８０頁を纏めたものであ
る。
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る。童謡は、斉唱しゃぼん玉、童踊団栗ころ～の

２曲である３１）。（下線は引用者、以下同じ）

②昭和初期に次のような雛祭の行事の記録がある。

「雛祭（３月３日）（子供達が持ち寄ったお人形さ

んに米国のお人形さんも加へてお話や唱歌や劇な

どをする）」（岩手県稗貫郡大迫尋常高等小学校

「訓練施設と行事」３２））。雛祭に米国の人形が加っ

た事情は次のような経緯による。大正１２年９月１

日の関東大震災に際し、世界各地から被災地の東

京に物資や義援金が届けられた。アメリカからも

大きな義援金が送られた。その返礼に団長を本居

長世として、宮城道雄、吉田晴風、本居の幼い娘

２人からなる民間の遣米音楽団が組織された。音

楽団はハワイとサンフランシスコなどで「青い目

の人形」などを公演し、すでに排日運動が起きて

いたアメリカで日米親善に一役かった。昭和２

年、３月３日にアメリカから約１万２０００体の青い

目の「友情の人形」が送られてきた。これは日系

人の排斥運動に心を痛めたギューリック博士の呼

びかけと、日本側では渋沢栄一が中心になり、文

部省も協力して実現した国際親善の願いを込めた

送り物だった。人形には１体ずつパスポートがつ

けられ、名前と目と髪の色が書かれていた。これ

らの「青い目の人形」は、日本全国の幼稚園や小

学校に送られて大歓迎された。この「友情の人形

交流」は人々の関心を集め、人形を運んできた郵

船サイべリア丸の入港、東京での歓迎式典など

は、新聞に写真や記事が満載された。このお返し

として日本からも日本人形５８体がアメリカの子ど

もたちに送られた。以上が、岩手県の高等小学校

での「米国の人形」を加えた雛祭の背景である。

このような雛祭は、人形の寄贈を受けた全国の幼

稚園や小学校で見られたもので、このときには当

然童謡「青い目の人形」が歌われたに違いない。

しかし、この国際的な催しも、昭和１６年に日米間

の戦争が起こると、青い目の人形は敵国の象徴と

して廃棄するよう軍から命じられたのである３３）。

③昭和２年京都市立春日小学校の学芸会の演目は、

「童謡 てるてる坊主」「童踊 紅緒のぽっくり」

「唱歌遊戯 木の葉」「唱歌 田家の秋・蟻の船

頭」などである３４）。

④昭和３年の東京関口台町小学校の学芸会の演目

は、昭和３年になってもまだ劇が中心ではなく、

「対話」や「お話」「唱歌」が中心である。３２の演

目中、唱歌が５曲あるが、いずれも教科書外の歌

である。唱歌遊戯や対話唱歌も教科書掲載の歌で

はない。童謡はないが「対話」に「お山の大将」

がある３５）。

⑤大正１２年から昭和４年ごろの長野県上田市丸子中

央小学校での童謡の歌唱

「そのころ私たちは学校で白秋の童謡などをず

いぶんと歌ったものでした。『赤い鳥小鳥 なぜ

なぜ赤い 赤い実をたべた』このうたは、たしか

小学校へ上がった年受持ちの女先生に初めて教え

られた童謡で私たちが白秋の詩を知ったはじめで

した。それから高学年への数年間、先生は替わり

ましたが『ゆりかごのうた』『すかんぽの咲くこ

ろ』『南の風が吹くころ』『待ちぼうけ』『砂山』『こ

の道はいつか来た道』『からたちの花』と白秋か

ら雨情、露風、八十などと次次と教えられて歌い

続けたものです。」小山田仁（昭和４年卒）３６）

⑥昭和２年から８年ごろまでの岡山県勝加茂尋常高

等小学校での童謡の歌唱

（唱歌の授業でうたう歌は文部省唱歌が主だっ

たが、教科書はなかった。）履修についてはあま

り制約がなかったようで、この歌に、大正デモク

ラシーの新しい教育運動によって流行した童謡が

加わった。特に中高学年の女の子は、情緒的なこ

の傾向の歌の方が好きらしく、教師もそれを心得

てか、よく北原白秋や野口雨情、西條八十の作詞

による歌をうたわせていた。（中略）４年の時、

ある唱歌の時間に教師が新しい歌として出したの

は蕗谷虹児の「花嫁人形」だった。これは日頃母

や姉がよく歌っているのを聞いて知っていた。竹

内途夫（昭和２年入学）３７）

⑤⑥の事例は、学芸会の事例ではないが、昭和初

３１）『初音』４８―４９頁。
３２）小原国芳『日本の新学校』玉川大学出版部、昭和５年、８５―８６頁。山本・今野『Ⅰ』４６１頁。
３３）合田道人『童謡の秘密―知ってるようで知らなかった』祥伝社、平成１５年、１６２―１６６頁。松浦良代『本居長世 日本

童謡先駆者の生涯』、国書刊行会、平成１７年、１９７―２８３頁。閉校記念誌『本能―輝ける１２４年のあゆみ―』京都市教育
委員会編集・発行、平成９年、５４頁。

３４）春日小学校写真帳（京都学校歴史博物館所蔵）。
３５）山本・今野『（Ⅱ）』、１８９頁。
３６）『丸子中央小学校百年史』４３８―４３９頁、山本・今野『（Ⅱ）』、２０４頁。
３７）竹内途夫『尋常小学校ものがたり』平成４年、第４刷、福武書店、１２１頁。
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期から昭和７年頃までは田舎の公立小学校において

も童謡が盛んに歌われていたことを示すためにあげ

た。⑥の文献には、唱歌会が盛んに行われていたこ

とが記されている。唱歌会のプログラムは確認でき

ないが、この記述から当然童謡が歌われていたもの

と思われる。

⑦昭和７年神奈川県小田原第１小学校では、毎月１

回各学年ごとに唱歌会を行った。会場は講堂や運

動会があてられた。その時のプログラムは、唱歌

もあるが、教科書外の歌も数多く歌われている。

童謡は少なく９月１７日の第４回で尋１が「お山の

お猿」を歌っている。ローレライもあり、また旅

順開城、近衛騎兵といった軍歌もあるが、全体的

には軍事色は強くない３８）。

⑧昭和９年２月１７日、京都市立滋野小学校講堂で行

われた第２連合小学校長会主催の第３回児童唱歌

会の曲目には童謡はない３９）。

⑨昭和９年１２月１３日、神戸尋常小学校開校５０周年記

念学芸会順序には、番外も含めて３１番組中、歌が

１１番歌われている。形態は斉唱、独唱、合唱で、

唱歌や「乃木将軍」「非常時日本の歌」「爆弾三勇

士」「観鑑式」「日本国民歌」などの他に、「靴が

鳴る」「雀の学校」「花嫁人形」が歌われている４０）。

⑩東京関口台町小学校、昭和１０年のプログラムは劇

が一番多く、ついで唱歌が多い。童謡はなく、童

踊として「あわて床屋」が２番ある。「唱歌」は、

「兵隊さん」「東郷さん」「昭和の子供」「我が国兵

士」など、戦争と関わる曲目が増えている４１）。

⑪昭和１０年１１月１５日の京都市立中立小学校の学芸会

プログラムに、４女子による斉唱「シャボン玉」

（「しゃぼん玉」）がある４２）。

⑫福島県鶴城小学校の昭和１０年２月開催の学芸会プ

ログラムには、童謡はなく、合唱爆弾三勇士が歌

われ、劇「水兵の母」が演じられていて、戦時色

が強くなっている４３）。

⑬京都市立初音小学校で昭和１１年１１月１２日から１４日

までの３日間、明治天皇のご来校６０年を記念し

て、２日目に行われた「児童学芸会」のプログラ

ムは、唱歌、対話、図画、読方、劇、唱歌劇、遊

戯、理科の８種目で劇が唱歌劇も含めて６となっ

ている。１９番組中、劇、対話、唱歌劇が９つ、唱

歌６つ、凱旋、入営を送る、ポプラ・子供の兵隊、

祝い日、みかん山、太平洋、遊戯に朝道小道で、

童謡は見られない４４）。

⑭昭和１２年１１月２５日の京都市立中立小学校の学芸

会・試演会ならびに１１月２７日の敬老会の番組（敬

老会の番組は学芸会・試演会の抜粋である）に

は、両方に１忠数名（忠はクラス名）による唱歌

遊戯「夕日」と２年数名による唱歌遊戯「かもめ

の水兵さん」がある。ところが京都市立中立小学

校の昭和１３年と１４年の学芸会には、童謡はな

い４５）。（「かもめの水兵さん」は、発売されるとベ

ストセラーになり、渋沢二夫などによって児童舞

踊の振付がなされ、運動会や学芸会の演目として

人気を集めた）４６）。

⑮昭和１４年９月開催の小田原第１小学校の学芸会の

演目には、唱歌として新鉄道唱歌、ヒットラー

ユーゲント他、唱歌として「シャボン玉」（「しゃ

ぼん玉」）がある。また、日の丸行進曲（遊戯）、

空の勇士（唱遊）、川中島（剣舞）愛国行進曲（舞

踊）などがあり、（唱遊）として「動物園で、赤

い帽子、白い帽子」（これは「赤い帽子白い帽子」

であろう）がある４７）。

昭和６年に満州事変が起こり、軍国主義的傾向が

強くなるが、昭和１２年ごろまでは、まだ軍国主義一

色ではなかったこともあって、童謡が歌われてい

る。昭和４年には、文部省が「認可歌曲総目録」と

して１３６の歌曲を示しているが４８）、その中には「雨」

「あわて床屋」「お山のお猿」「金魚の昼寝」「靴が鳴

る」「黄金むし」「雀の学校」「背くらべ」「どこかで

春が」「団栗ころころ」「夕焼小焼」「揺籠のうた」な

ど多くの童謡が入っている。このことは昭和４年ご

３８）山本・今野『（Ⅱ）』、２１１―２１４頁。
３９）春日小学校写真帳（京都学校歴史博物館所蔵）。
４０）『神戸小学校５０年史』昭和１０年、５９８頁。
４１）山本・今野『（Ⅱ）』、１８９頁。
４２）京都学校歴史博物館所蔵春日小学校写真帳による。
４３）山本・今野『（Ⅱ）』、１９１―１９２頁。
４４）『初音』平成９年、４８―４９頁。
４５）春日小学校写真帳（京都学校歴史博物館所蔵）。
４６）上笙一郎編『日本童謡事典』東京堂出版、平成１７年、１０５頁。
４７）山本・今野『（Ⅱ）』、１９１―１９２頁。
４８）東京高等師範学校附属小学校初等教育研究会発行『教育研究』第３４８号、昭和４年１０月１日号、１４６―１４８頁。
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ろには、これらの童謡が学校でも公認の、いわばス

タンダードナンバーになっていたことを示してい

る。しかし、昭和７年に『新訂尋常小学唱歌』、昭

和１０年に『新訂高等小学唱歌』が文部省から発刊さ

れると、学校現場では、これらが準国定教科書扱い

されたため、両書の発行後、学校での歌の教材選択

の幅が狭くなり、童謡の入る余地が少なくなってき

ている。上記の事例のように、昭和１４年ごろまでは

童謡が歌われているが、⑭に見られるように京都市

立中立小学校の学芸会から童謡が消えたのが、昭和

１３年からであるから、この年が大きな転機になった

ことが分かる。事実、昭和１２年７月７日に盧溝橋で

日中両軍が衝突して日中戦争が始まり、昭和１２年末

には、日本軍が南京を占領したこともあって、「日

支事變が起つてから「天に代わりて不義をうつ！」

と云ふ軍歌が盛んに歌はれ、今では日本全國民の聲

となつてしまつた。３歳の童子でも片言交りに「天

に代わりて不義をうつ！」と歌つてゐる様な有様で

ある。」４９）という状況になっていた。そして昭和１３

年４月には「国家総動員法」が公布されて、これ以

後戦時体制に入るのである。戦意を鼓舞せず、軍国

主義の時代とは合わない童謡には、厳しい時代が

やってきたのである。

４ 戦時体制下の学芸会と唱歌会（音楽会）

昭和１２年７月の日中開戦後、８月２４日には国民精

神総動員実施要綱が閣議決定された。これを受けて

兵庫県では１０月１５日に県学務部長が「国民精神総動

員実施に関し、教育教化に従事する者の活動に俟つ

所極めて大なれば、各学校に於ては左記事項に留意

し、斯の運動の実績を挙ぐるに遺憾なき」を期する

よう通達した。通達の４に、「体操教練武道ノ振興

ヲ図ルト共ニ 修学旅行 運動会 競技会 其ノ他

学校ノ行事ニ関シテハ 専ラ堅忍持久 困苦欠乏ニ

堪フルノ精神ヲ錬成スルヲ旨トシテ之ヲ行フコト」

とあり、この通達によって神戸市の各校園はいっせ

いに非常時教育を実施励行したのである５０）。このよ

うに、兵庫県だけでなく日本全土が非常時教育に

入ったのであるが、これは学芸会の目的や内容にも

影響し、昭和１４年には、次のような主張がされてい

る。「学芸会は全校を中心としたる全郷土民一致団

結の統制的一大デモンストレーションで有るから団

体的訓練と協同団結の精神との涵養に努め、特に規

律、節度、服従、統制の精神強化の徹底を重視して

旺盛なる国民精神力を陶冶する。学芸会の全国に於

ける訓育は質実剛健をモットゥとし、堅忍持久、困

苦欠乏に耐ふる鍛錬に留意する」（『教材王国』誌昭

和１４年１月号）ことが学芸会の実践目標とされ、「学

芸会の開会、閉会は厳粛に行ひ、国歌斉唱、宮城遙

拝、皇軍戦勝祈願の黙祷等を全員一堂で実践し民族

意識の振作に努める」（同上誌）ことが強調された

のである５１）。昭和１６年４月１日施行の「国民学校令」

で、教科は、国民科、理数科、体錬科、芸能科とな

り、芸能科は音楽、習字、図画、工作で構成されて、

従来の唱歌は芸能科の音楽となり、唱歌だけでなく

器楽・鑑賞がとりいれられることになった。また、

「小学校令施行規則」第１条の６で、「儀式・学校行

事等ヲ重ンジ之ヲ教科ト併セ一体トシテ教育ノ実ヲ

挙グルニ力ムベシ」とされ、第３１条で「各教科及科

目の毎週授業時数外ニ於テ毎週凡ソ３時ヲ限リ行

事、団体訓練等ニ充ツルコトヲ得」とされた。また

国民学校令施行規則第１４条で「祭日祝日等ニ於ケル

唱歌ニ付テハ周到ナル指導ヲ為シ敬虔ノ念ヲ養ヒ愛

国ノ精神ヲ昂揚スルニ力ムベシ 学校行事及団体的

行動トノ関連ニ留意スベシ」とされた５２）。「国民学

校令」により従来の「唱歌」が「芸能科音楽」になっ

たこともあって、昭和１６年から１９年にかけて、８冊

の唱歌・音楽教科初めての国定教科書『国民学校音

楽教科書』が誕生した。これによってこの教科書掲

載以外の曲は、公式には学校では歌えなくなり、学

校教育に童謡が入る余地がなくなった。

『長野県教育史』では、戦時下の学芸会について、

次のように述べる。「学芸会は、日中戦争が始まる

ころ衰微の傾向となる。時局の進展とともに、文芸

的傾向の行事が軍事的傾向の行事にかわり、また行

事数が急増して学芸会を開く余裕がなくなってきた

ためである」５３）。これが学芸会の全国的な傾向で

あったと思われるが、「戦争がたけなわとなった昭

和１０年代後半にも、なお学芸会を催す学校があった

が、上演種目は国家主義的・軍国主義的なものに変

４９）小林つや江「時局と音楽教育」『教育研究』第４７６号、昭和１３年１月１日号、２７４頁。
５０）『神戸市教育史』、８６６―８６７頁。
５１）富田博之「学芸会の歴史」、日本学校劇連盟編『学芸会の事典』、３０―３１頁。
５２）『長野県教育史』、９７６―９７７頁。
５３）『長野県教育史』、９７６―９７７頁。
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わっている」５４）と記されているように、学芸会がな

くなったわけではない。昭和１５、１６年には、「学芸

会」に替えて、「学能錬成会」「学芸修練会」と称し

たり５５）、１６年には「興亜少年大会」、１８年には「打

ちてし止まぬ学芸会」と命名した学校もあり５６）、こ

うした命名からもその内容が推測できよう。

大正期に学芸会から分離独立して盛んに行われた

唱歌会については、『長野教育史』に次のような記

述がある。「唱歌会は、大正期に学芸会から独立し

て開かれたが、戦時下には再び学芸会に繰りこまれ

たものが一部にあった。しかし、概して唱歌会は単

独に開かれ、殊に『国民学校令』で、従来の『唱歌』

が『芸能科音楽』となって唱歌だけでなく器楽・鑑

賞がとりいれられ（略）音楽は情操をとおして愛国

心を養い、また団体行動に不可欠なものとなったの

である。唱歌会は音楽会と名称が改まり、戦時多端

なおりにも、多くの学校で実施された５７）」。しかし、

戦時体制下において、音楽会という名称になって

も、軍国調の愛国心を称揚する「教育音楽」が主で、

演目に童謡が入ることは少なかった（ただ、次に見

るように全滅ではないのが興味深い）。

次に、戦時下の学芸会と音楽会の様子を童謡も含

めて見ておこう。

①昭和１５年１２月７、８日、学修発表会、兵庫県東須

磨尋常小学校

「時局認識を強調し児童教育に資するため」に遺

族、出征軍人並に帰還勇士の家族宛に出された「学

修発表会」の案内状には「午後１時から本校講堂に

於て児童学修発表会を開き御父兄方の前に児童学修

の一端を発表を兼ねて護国英霊の御遺族、出征軍人

及帰還勇士の御家族にも御清覧を願ひ度いと存じま

す（後略）」とある５８）。

②昭和１５年９月２８日、軍人遺家族慰安学芸会、京都

府亀岡小学校

１９番組、唱歌４曲（国民進軍歌、隣ぐみ、満州の

お友達、支那のお友達）、遊戯もしくは唱歌遊戯４

番（おとぎの列車、日の丸と坊や、兵隊さんありが

とう、愛国行進曲）、舞踊（皇国の母）、など５９）。

③昭和１６年９月２７日 校内学芸会、９月２９日、軍人

遺家族慰安学芸会、京都府亀岡小学校

１８番組、唱歌２番（そうだその意気、学校・海・

お馬、唱歌遊戯、兵隊さんよありがとう）、遊戯も

しくは唱歌遊戯５番（赤い帽子白い帽子、お母さん

とねんね、兵隊さんよありがとう、海の進軍、さく

ら）６０）。

④昭和１７年の長野県丸子国民学校の唱歌会

君が代斉唱から始まり、軍艦、ぼくらのへいたい

さん、航空日本の歌、靖国神社、大東亜決戦の歌、

そして全員での愛国行進曲、という極めて軍事色の

強いものであった６１）。

⑤昭和１７年頃、３月上旬学芸会、実施要項に「遺家

族慰安」とある。埼玉県石原国民学校「軍人援護

教育行事一覧表」６２）。

⑥昭和１８年３月６日、地久節 遺家族慰安激励学芸

会、京都府伊根町立朝妻小学校６３）。

⑦昭和１９年２月７日 学芸会、京都市立山階小学校

昭和１１年卒業生、昭和１３年卒業生、昭和１８年卒業

生が、学芸会の思い出として、「学芸会がさかんに

行われましたね。戦時色の劇が多かったように思い

ます」などと語られている６４）。

⑧昭和１９年の学芸会、愛知県八名郡大野国民学校

プログラムは、２５番の演目中、唱歌が８で劇が７。

唱歌の内容には童謡は含まれず、教科書の唱歌が多

い。○船出、○落下傘部隊、○朝の歌、○オモチャ

の戦車、体操の歌、○スキー、○船は帆船よ、○ウ

ミ、○タネマキ、羽衣、少年兵を送る歌、校歌であ

る。○は教科書掲載のもの（学年配当の通り歌って

いる）戦時色が色濃くでている６５）。

⑨昭和１９年８月２４日午後、疎開先での小学芸会、東

京小石川区明化校

５４）『長野県教育史』９７６頁。
５５）日本学校劇連盟編『学芸会の事典』３０―３１頁（筆者は富田博之）。
５６）石川県鹿島郡鹿島町立越路小学校・同 PTA 刊、昭和３８年、１４８頁、山本・今野『（Ⅱ）』、１９３頁。
５７）『長野県教育史 第６巻』、９７７頁。
５８）山本・今野『（Ⅱ）』１９５頁。
５９）京都府亀岡尋常高等小学校・亀岡国民学校編『桜が岡復刻合本』亀岡小学校内桜ヶ岡になじむ会企画委員会復刻編

集・桜ヶ岡になじむ会発行、昭和５１年、３７８頁。
６０）同上書、４２７頁。
６１）山本・今野『（Ⅱ）』、２１４頁。
６２）『埼玉教育』第１２０号、昭和１７年１１月号、４４―６頁、山本・今野『（Ⅱ）』、４４１頁。
６３）伊根町立朝妻小学校閉校記念誌編集委員会編・発行『朝妻小学校閉校記念誌』平成１７年３月、年表、３７頁。
６４）山階校創立百周年記念事業委員会編集・発行『山階校創立百周年記念誌 山階』昭和４７年、６１頁。
６５）山本・今野『（Ⅱ）』、１９４頁。
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５年生ハーモニカ「月月火水木金金」、３年女子

遊戯「仲よしこよし」（「仲よし小道」のことであろ

う）、３年男子劇「青君の出せい」、６年女子 独唱、

４年女子 遊戯、３年男子 ぼんおどり、舞踏（単

独女子）「父よ、あなたはつよかった」、６年ハーモ

ニカと歌、「なの花畠」、５年女子 歌、４年男子

歌６６）。

⑩昭和１９年８月２４日午後、疎開先での第１回演芸会

東京小石川区林町小学校

番組の中に遊戯 メンコイ子馬（「めんこい仔

馬」）遊戯 お山の猿、遊戯「魚やさん」（「可愛い

魚屋さん」を使用したものであろう）がある６７）。

⑪昭和１９年１０月５日夜、疎開先での第２回演芸会

東京小石川区林町小学校

番組の中に遊戯 メンコイ子馬（「めんこい仔馬」

歌 かもめの水兵（かもめの水兵さん）歌 月の砂

漠（寮母による歌）がある６８）。

⑫学芸表現会、唱歌練習会（音楽会）、徳島県撫養

小学校

学芸表現会を年間定例行事として、昭和８年から

１１月まで２月、昭和１２年から１４年まで３月上旬、昭

和１５年から２２年月まで２月実施、昭和１８、１９年中止。

また唱歌練習会（昭和２年から音楽会）を年間定例

行事として、大正１４年から昭和８年まで７月下旬実

施、さらに学期行事として音楽会を昭和４年から昭

和１４年まで実施６９）。

⑬ピアノ音楽会 長野県開智国民学校 昭和１９年１２

月１７日

管弦楽、ピアノ独奏、フリュート独奏、バイオリ

ン独奏（以上曲目省略）、独唱として、「初等科音楽」

「ウタノホン」から６曲、独唱と管弦楽で「突撃ラッ

パ鳴り渡る」「空の神兵」が、管弦楽と斉唱（全員）

で「軍艦行進曲」「愛国行進曲」が演奏されている。

童謡はない７０）。

以上の事例から、学芸会は、戦時下においても実

施回数の減少や中止という困難を伴いながらも持続

的に開催されており、戦争末期の学童疎開先におい

ても実施されるほどの根強い人気があったことが分

かる。戦時下における学芸会開催の趣旨は、戦意の

昂揚と銃後の守りの徹底、国家や皇室への崇敬の念

の育成と愛国心の啓培であったが、その反面、学芸

会は、児童の成長を披露するハレの舞台であるとと

もに、戦死した遺族への慰藉や村落での物日として

の娯楽でもあったことが、学芸会の根強い人気の秘

密であろう。戦時下の学芸会や学童疎開先での学芸

会においても、童謡の歌唱、演奏、童踊の演目がご

く少数ではあるが入り込んでいる。このことは、童

謡については、無邪気なもの、教訓的なもの、軍国

的なものについてはお咎めがなかったとともに、学

校教育における学芸会の位置づけが、教科としての

唱歌や儀式用唱歌よりも低かったゆえに監視の目が

緩かったことを示している。

おわりに

昭和初期には「レコード童謡」の隆盛もあって、

童謡は学芸会ならびに唱歌会（音楽会）において盛

んに歌われている。しかし、日支事変以降は、時局

にふさわしくない歌や音楽を排除する傾向が強くな

り、童謡には分が悪い時勢となる。学芸会の全国的

普及は学校劇の導入によるものだが、それも１３年ご

ろがピークで、太平洋戦争勃発後は回数が少くな

り、その内容も時局を反映して戦時色の強い演目が

中心になる。それでも学芸会には、戦争と直接関係

のない演目もあったので「学芸会は国家色軍事色に

ぬりつぶされたなかで、残された数少ない児童・生

徒の文化的活動の催しの性格が一面にあった」７１）こ

とも事実であった。以上のように、教訓臭の強い文

部省唱歌への反発から児童中心主義教育と芸術教育

重視の風潮にのって大正期に興隆し、昭和初期に

「レコード童謡」によって大衆化した童謡は、昭和

８年頃から徐々に、そしてとくに昭和１３年頃からの

戦時体制下になると時代に合わない歌になっていっ

た。こうして学校教育における音楽とくに歌曲は、

子どものための歌であることをやめ、再び「文部省

唱歌」と軍歌の時代にもどるのである。童謡の復興

は、教科書に童謡が採択され、「レコード童謡」が

人気を博する、第２次世界大戦敗戦直後まで待たな

ければならなかったのである。

６６）島田雅編『泣くもんか―疎開学童たちの記録』サンケイ新聞社、昭和４４年、１３０―１３１頁。
６７）島田雅編、同上書、１２８―１２９頁。
６８）島田雅編、同上書、１３１―１３２頁。
６９）徳島県『撫養小学校沿革史』１４７―６２頁より作成、山本・今野『（Ⅱ）』、１９４頁。４８９ならびに４９３頁。
７０）佐藤秀夫編『日本の教育課題』「第５巻 学校行事を見直す」東京法令出版、平成１４年、７１３頁。
７１）『長野県教育史』、９７７頁。
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